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【研究の概要等】  
 ヒトゲノムの場合、全体の約45％が転移因子（transposable elements; TE）

及びその‘残骸’で占められている。このようなTEは、最近まで、ジャンクや

利己的DNAと見なされ、宿主にとって無駄なものかむしろ害を与えるものと捉え

られてきた。しかし、近年のゲノム解析から、TEこそがゲノム進化の主役であ

り、宿主とTEとの間の軍備拡張競争（’arms race’）の結果がゲノムを形づく

って来たことが明らかになりつつある。この軍拡競争の宿主側の重要な

’arms’が「RNAサイレンシング」であり、そのメカニズムにおける鍵となる因

子がArgonaute蛋白質である。本研究の目標は、TEとRNAサイレンシング機構の

間の‘軍拡競争’の結果が複雑な遺伝子発現制禦を進化させ、それらが特に 

Argonauteを中核とする「生命活動を支えるプログラム」に組み込まれてきたこ

とを理解することにある。 

 
【当該研究から期待される成果】  
 現在、各種腫瘍を始めとして様々な疾患発症にRNAサイレンシング機構の異常

または破綻が関与していること、さらにはRNAサイレンシング機構が（生殖）幹

細胞の形成とその維持に関与していることが明らかになりつつある。本研究で

は、このようなRNAサイレンシングが関与する疾患および幹細胞生物学の分子機

序を解析することで、RNAサイレンシングがTEの抑制を通して獲得してきた高次

生命現象に果たす役割を明らかにすることが期待できる。 
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【研究期間】  平成20年度－24年度 

         

【研究期間の配分（予定）額】 
     164,100,000 円 (直接経費) 

 
【ホームページアドレス】    http://web.sc.itc.keio.ac.jp/dmb/sindex.html  
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